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町川発電所　出力140kW大町市建設課　遠藤 久 課長補佐（右）

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
地
域
分
散
型
・
市
民
参
加
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
本
年
を
「
信
州
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
元
年
」
と
位
置
付
け
、
豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
富
な
水
や
森
林
資
源
、
有
利
な
日
照
条
件
な
ど
を
活
用
し
た

様
々
な
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
町
市
は
、
平
成
22
年
度
に
農
業
用
水

を
利
用
し
た
町
川
発
電
所
を
設
置
し
ま
し

た
。発

電
さ
れ
た
電
力
は
、
専
用
電
線
で
市

の
し
尿
処
理
施
設
「
大
町
市
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ン
ト
」
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
設
で

使
用
さ
れ
る
電
気
の
約
85
％
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
。

元
年

信
州
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大

特
集

現
在
、
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
発
電
能
力
は
、
77
・
５
万

ｋ
Ｗ
で
県
内
で
必
要
な
電
力
の
約
26
・
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
太
陽
光
発
電
が
９・９
万
ｋ
Ｗ
、

小
水
力
発
電
が
67
・
４
万
ｋ
Ｗ
、
風
力
発
電
と

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
合
わ
せ
て
０・
２
万
ｋ
Ｗ

で
す
。

県
内
の
主
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
と

し
て
は
、飯
田
市
の「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
」

県
で
は
、
県
内
の
全
て
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
発
電
し
た
場
合
、
６
２
５
万
ｋ
Ｗ

発
電
で
き
る
潜
在
能
力
が
あ
る
と
い
う
推
計
を

ま
と
め
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
県
内
で
最
も
電
力
が
使
わ
れ

た
瞬
間
の
電
力
使
用
量
は
２
９
３
万
ｋ
Ｗ
で
す

の
で
、
理
論
上
は
、
１
０
０
％
県
内
産
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
月
26
日
、
長
野
県
地
球
温
暖
化
対
策
戦
略
検

討
会
に
よ
る
提
言
書
が
知
事
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
で
は
、２
０
１
０
年
度
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
一
般
水
力
発
電
を
加
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
率

（
61
％
）
を
基
準
と
し
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
＋

５
％
～
＋
15
％
の
範
囲
で
、
ま
た
２
０
５
０
年
度

ま
で
に
＋
15
％
～
＋
50
％
の
範
囲
で
、
普
及
率
ア
ッ

プ
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
率

の
目
標
設
定
や
長
野
県
地
球
温
暖
化
対
策
条
例

の
改
正
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に

向
け
た
実
効
性
の
あ
る
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

「
戦
略
計
画
（
仮
称
）」
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

長
野
県
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫

１
０
０
％

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
て

県
で
は
、
諏
訪
郡
富
士
見
町
の
県
営
富

士
見
高
原
産
業
団
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
を
誘
致
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

諏
訪
地
域
は
、
全
国
的
に
も
年
間
日
射

量
が
多
い
地
域
で
あ
り
、
産
業
団
地
が
南

向
き
斜
面
に
階
段
状
に
造
成
さ
れ
て
い
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
に
必
要
な
条
件
を
満

た
し
て
い
ま
す
。

事
業
面
積
は
約
18
ｈ
ａ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
期
間
の
20
年
以

内
の
期
間
、
一
括
し
て
事
業
者
に
貸
付

け
ま
す
。

想
定
す
る
出
力
規
模
は
９
０
０
０
ｋ
Ｗ

（
＝
９
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
程
度
、
約
２
７
０
０

世
帯
分
の
年
間
電
力
使
用
量
に
相
当
す
る

発
電
能
力
で
、
国
内
屈
指
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
と
な
り
ま
す
。

が
、
想
定
年
間
発
電
量
１
０
０
万
ｋ
Ｗ
ｈ
で
一

般
家
庭
約
3
０
０
世
帯
分
の
発
電
能
力
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
長
野
市
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
「
い
い
づ
な　
お
山
の
発
電
所
」
は
、

年
間
１
０
９
２
万
ｋ
Ｗ
ｈ
発
電
し
て
い
て
、
約

３
３
０
０
世
帯
分
の
電
力
量
で
す
。

長野森林資源利用事業協同組合
いいづな お山の発電所　木質バイオマス発電施設

【出力：1,300kW　ボイラーの蒸気でタービンを回し発電
しています。】

富士見高原産業団地

中部電力株式会社　メガソーラーいいだ
【出力: 1,000kW（=1メガワット） 敷地面積 約1.8ha】

現在の発電能力 発電できる潜在能力

625
万kW77.5

万kW

太陽光発電
9.9

太陽光発電

438

風力発電 30
風力・バイオマス発電
0.2

小水力発電
67.４

小水力発電
92

地熱発電 60
バイオマス
発電 5

現在の発電量より

約8倍の
可能性!

長野県の自然エネルギー発電能力（単位：万kＷ）

※環境省再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査及び市町村アンケートを基に県で推計。
※一般の水力発電を除く。

　県では、今年度から自然エネルギーによる
売電収入を農業用水利施設の維持管理費とす
るため、小水力発電施設や太陽光パネルの設
置を進めます。

●小水力発電所 1施設（白馬村）  
　建設期間 平成24～26年度
●太陽光発電 2施設（川上村、朝日村）
　建設期間 平成24～25年度

自然エネルギー発電施設の建設予定

※自然エネルギーとは、太陽光発電・バイオマス発電・地熱発電・風力発電・小水力発電などを指します。
※一般家庭の年間電力使用量を約3,300kWhとして発電施設の能力を計算しています。

問い合わせ先／商工労働部産業政策課次世代産業集積室
　　　　　　　☎026-235-7193

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

環
境
部
温
暖
化
対
策
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
７
９

　町川発電所は、豊富な水と落差の利用が可能な場所に
立地し、通年で安定した水量が得られるため、施設稼働
率の高い発電所になっています。

大町市水道課　川上 武 課長 （発電所建設当時に担当）

県
営
産
業
団
地
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
誘
致

農
村
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及

水
晶
山
温
泉
（
飯
田
市
）

で
は
、
平
成
21
年
度
に
県
の

助
成
事
業
を
活
用
し
て
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、

温
泉
の
加
温
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

使
用
さ
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
に

は
、
地
元
の
間
伐
材
が
利
用

さ
れ
て
お
り
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
が
、
豊
か
な
森
林
を
育
て
る

こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　県では、個人や民間事業者などのペ
レットストーブやボイラーの導入費用
を助成しています。

問い合わせ先／林務部信州の木振興課
　　　　　　　県産材利用推進室
　　　　　　　☎026-235-7266

●個人
　導入費用の50%以内（上限10万円）
●民間事業者等
　導入費用の50%以内

　ペレットは、木材を乾燥して固形化してあるので使いやすい
ですね。木で沸かしたお湯は、まろやかで肌に優しく感じます。

水晶山温泉　南信州かぶちゃん村　事業部　竹内 正之 さん 森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
！
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自然エネルギー信州ネット

総　会 運営会議

専門部会（県レベル）

連携・協働

ネットワーク型
地域協議会

特定事業型
地域協議会

連携・協働

（地域レベル）

各地で情報交換会や学習会などが
開催されています。

屋根
オーナー

パネル
オーナーNPO法人

パネル
設置代

相乗りくん
パネルが売電したお金

パネル
設置代

購入額に
応じた売電
したお金

屋根を
貸します

パネル
10万円分
買います!

パネル
20万円分
買います!

パネル
20万円分
買います!

パネル
50万円分
買います!

高
額
な
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
初
期
投

資
０
円
で
希
望
者
に

導
入
し
て
も
ら
う
た

め
の
事
業
。

こ
の
事
業
で
森
林
資

源
の
有
効
活
用
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
促

進
を
図
り
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
の
供
給

を
行
う
事
業
者
も
、

ペ
レ
ッ
ト
消
費
量
が

増
え
る
こ
と
で
製
造

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
、
利
用
者

に
安
価
な
ペ
レ
ッ
ト

を
供
給
で
き
ま
す
。

特
集

１
村
１
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト

元
年

信
州
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

自然エネルギー信州ネット

会 員 募 集 中！！
入会希望の方は、自然エネルギー信州
ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に あ る 入 会
フォームからお申し込みください。 www.shin-ene.net　TEL026-254-6160

自然エネルギー信州ネット　　　　検索

自
分
の
家
の
屋
根
で
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い
方

が
、
日
当
た
り
の
良
い
よ
そ
の
お
宅
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

に
「
相
乗
り
」
さ
せ
て
も
ら
う
仕
組
み
で
す
。

　
パ
ネ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
、
提
供
し
た
パ
ネ
ル
設
置
代
に

応
じ
た
売
電
収
入
を
10
年
間
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
後
の
２
年
間
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
費
と
し

て
売
電
収
入
を
受
け
取
り
、
13
年
目
か
ら
は
屋
根
オ
ー

ナ
ー
が
売
電
収
入
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
機
関
等
が
協
働
し
、
市
民
共
同
設

置
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

初
期
投
資
ゼ
ロ
円
シ
ス
テ
ム

市
民
共
同
設
置
太
陽
光
パ
ネ
ル

「
相
乗
り
く
ん
」

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、

大
学
な
ど
と
行
政
機
関
に
よ
る
官
民
協

働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
昨
年
７
月

に
設
立
さ
れ
た
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信

州
ネ
ッ
ト
」。
今
年
の
４
月
末
現
在
で

正
会
員
１
３
３
団
体
、
準
会
員
１
１
６

人
、
賛
助
会
員
12
人
の
計
２
６
１
者
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

全
県
的
な
組
織
と
し
て
は
、
総
会
、

運
営
会
議
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
別
に

４
つ
（
太
陽
光
・
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ

ス
・
グ
リ
ー
ン
熱
）、
テ
ー
マ
別
に
３

　
具
体
的
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

つ（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・

政
策
調
査
）
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
調

査
・
研
究
や
「M

ade in 

信
州
」
の

製
品
開
発
に
向
け
た
技
術
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
と
特
定
事
業

型
の
地
域
協
議
会
が
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
中
で
情
報
交
換
や
交
流
を
図
り
、
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を

積
み
上
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

辰野町ナノ水力発電実験所見学フィンランド製薪割り機見学

専門部会では、視察や情報収集、イベントなどが行われています。

自然エネルギー長野北信地域協議会
（長野地域、北信地域）☎026-285-5370（担当：宮入）

自然エネルギー佐久地域協議会
（佐久地域） ☎0267-63-0001（担当：小池）

自然エネルギーネットまつもと
（松本地域）  nematsu＠gmail.com

自然エネルギー上小ネット
（上小地域） ☎090-1533-2072（担当：末広）

自然エネルギー信州ネットSUWA
（諏訪地域） ☎0266-58-0490（担当：宮坂）

上伊那地域自然エネルギー普及協議会
（上伊那地域） ☎0265-94-1173（担当：寺沢）

南信州自然エネルギー普及協議会
（下伊那地域） ☎0265-56-3711（担当：蓬田）

NPO法人

利用者
ペレット
供給者

年間使用料
2年目からメンテナンス料

ペレット
ストーブリース

ペレット代の支払

ペレットの提供

23年度の事業フローです。

自宅分

相乗り分

太陽エネルギー推進協議会（須坂市） ☎026-245-1707　担当：中村 学校の屋根に太陽光パネルを設置する「学校発電所」事業
（自然エネルギーの見える化と非常用電源システム）

木島平村小水力発電協議会（木島平村） ☎0269-82-3111
　　担当：木島平村総合政策課 木島平村の水資源を活用した小水力発電事業の調査・研究

ゆ～ぷる木崎湖エコアップ協議会（大町市） ☎0261-22-7601 地域の拠点施設「ゆ～ぷる木崎湖」への自然エネルギーの導入を検討
南信州自然エネルギー０円システム研究会（飯田市） ☎0265-56-3711　担当：蓬田 初期投資０円による自然エネルギー普及事業の研究と施策の検討
飯綱高原コミュニティ協議会（長野市（飯綱高原）） ☎026-239-0511　担当：及川 飯綱周辺でのエネルギーと食の自給自足を目指したエコビレッジ構想の推進
富士見自然エネルギー推進協議会（富士見町） ☎0266-62-3944 担当：佐久 富士見町を中心とした八ヶ岳周辺地域における自然エネルギーの普及啓発
自然エネルギー茅野地域協議会（茅野市） ☎0266-79-7882　担当：山本 茅野市の自然エネルギー事業モデルの検討

その他の特定事業型地域協議会

（自然エネルギー導入に関する主な相談窓口）

太陽光発電の補助制度は？ 太陽光発電普及拡大センター（J-PEC） ☎043-239-6200 販売店などでも相談できます。

ペレットストーブの補助制度は？ 県林務部信州の木振興課県産材利用推進室 ☎026-235-7266

私の家に適した自然エネルギーは? 自然エネルギー信州ネット ☎026-254-6160 自然エネルギー信州ネットで一緒に
考えましょう。

固定価格買取制度って?
経済産業省資源エネルギー庁 ☎0570-057-333

「再生可能エネルギーの固定価格買取制度に関する
お問い合わせ窓口」

PHS、IP電話からは 03-5520-5850　
受付時間 平日9:00～20:00

自然エネルギー
ご家庭で
チャレンジ！

※準備中

※準備中

長野市自然エネルギー普及協議会
☎026-285-5370（担当:宮入）

自然エネルギー市民参加モデル
研究協議会（上田市）
☎0268-55-9668（担当:藤川）

特定事業型地域協議会

ネットワーク型地域協議会

「自然エネルギー信州ネット」は、自然エ
ネルギーに関心のある方ならどなたで
も参加できる自然エネルギー普及のた
めのプラットホームです。

自然エネルギー信州ネット事務局

宮入 賢一郎 さん
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大町市

小谷村

白馬村 長野市

姫川砂防事務所

姫川

信
州

最
前
線

こ
の
地
域
で

は
、
30
年
～
35

年
周
期
で
大
規

模
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

事
務
所
で
は
、

年
間
を
通
じ
た

現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
危
険
箇
所

の
把
握
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
は
土

砂
災
害
感
知
の
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
約
８
０
０
０

㎥
の
土
砂
が
崩
落
し
、
危
険
な
状
態

が
続
い
て
い
る
小
谷
村
濁
沢
に
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
像
を
配
信

す
る
な
ど
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い

ま
す
。

長
野
県
姫
川
砂
防
事
務
所

土
砂
を
防
ぎ
、住
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
70
年

（
１
０
０
年
前
に
崩
壊
し
た
稗ひえ
田だ
山やま
）

過
去
に
も
大
災
害
が
発
生

春
先
は
、地
す
べ
り
に
注
意

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

姫
川
砂
防
事
務
所　
所
長　
中
山 

幹
英

地
域
に
密
着
し
た
事
務
所
を
目
指
し
ま
す

土
砂
災
害
が
絶
え
な
い
姫
川
流
域
。

人
々
の
尊
い
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

地
域
に
密
着
し
た
防
災
力
の
向
上
が
必
要
で
す
。

日
本
列
島
を
南
北
に
縦
断
す
る
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
。
こ
の
地
帯
を
流
れ
る
県
北
西
部
の
姫
川
、

犀
川
、
土
尻
川
流
域
は
全
国
有
数
の
地
す
べ
り

地
帯
で
、
県
が
指
定
す
る
地
す
べ
り
危
険
カ
所

の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
こ
の
３

カ
所
に
砂
防
事
務
所
を
設
置
し
、
土
砂
災
害
の

防
止
と
復
旧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
姫
川
砂
防
事
務
所
は
、
姫
川
流

域
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
昭

和
17
年
に
開
設
さ
れ
、
今
年
で
70
年
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
地
域
は
、
北
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
山
々
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
長
い
谷
間

の
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通

じ
て
雨
量
が
多
く
、
夏
は
集
中
豪
雨
が
発
生
し

や
す
く
、
冬
は
積
雪
が
７
ｍ
に
達
す
る
地
域
も

あ
る
県
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
す
。

谷
あ
い
を
流
れ
る
姫
川
の
本
流
や
支
流
で
は
、

氾
濫
や
洪
水
が
頻
発
し
て
お
り
、
平
成
７
年
７

月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
姫
川
の
氾
濫
に
よ
り
国

道
の
橋
や
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
鉄
路
が
流
出
。
ま
た
、

地
域
全
体
が
軟
弱

な
地
盤
の
た
め
、

過
去
に
は
日
本
３

大
崩
落
の
ひ
と
つ

と
い
わ
れ
る
「
稗

田
山
崩
れ
」
に
よ

り
23
人
の
犠
牲
者

が
出
る
大
惨
事
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

管
内
に
は
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

６
８
２
カ
所（
平
成
24
年
４
月
現
在
）

あ
り
、
規
模
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず

１
年
を
通
じ
て
土
砂
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
春
の
雪
解
け
時

期
に
な
る
と
、
融
雪
の
影
響
に
よ
り
、

地
盤
が
軟
ら
か
い
場
所
で
地
す
べ
り

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
年
も
３
月
上
旬
か
ら
小
谷
村
大

田
地
区
で
地
す
べ
り
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
伸
縮

計
に
よ
り
24

時
間
観
測
を

続
け
、
土
砂

の
除
去
な
ど

の
復
旧
作
業

を
行
っ
て
い

ま
す
。

土
石
流
や
地
す
べ
り
、
が
け

崩
れ
か
ら
人
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
事
業
で
す
。

砂
防
事
業
と
は土石流

山の斜面や川底の石、土砂が
融雪や集中豪雨等により一気に
流れ出すものです。

地すべり
山の斜面に地下水が浸透し、

ゆっくりと斜面を移動する現象
です。大量の土砂が移動するの
が特徴です。

がけ崩れ
雨や地震等の影響により、急

斜面が急激に崩れ落ちることで
す。スピードが速く、破壊力も大
きいのが特徴です。

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
最
前
線

基
地
と
し
て
、災
害
発
生
の
前
兆

や
発
生
直
後
の
状
況
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、情
報
提
供
や
復
旧

作
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

春
先
や
梅
雨
の
時
期
は
、
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
事
務
所
で
は
、
村
や
関
係
機
関

と
協
力
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
く
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高

校
や
小
谷
村

役
場
な
ど
で

土
砂
災
害
の

危
険
や
砂
防

事
業
の
重
要

性
に
関
す
る

講
座
を
開
催

す
る
な
ど
積

極
的
な
啓
発

活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

雪
崩
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ

姫
川
砂
防
事
務
所
の
管
内
は
、
標
高
２
９
３
２
ｍ
の
白

馬
岳
か
ら
新
潟
県
境
ま
で
約
２
５
０
０
ｍ
の
標
高
差
が
あ

り
、
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
た
め
急
な
斜
面
で
は
表
層
雪
崩

が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
る
小
谷

村
の
伊
折
地
区
や
白
馬
コ
ル
チ
ナ
ス
キ
ー
場
な
ど
の
上
部

に
予
防
柵
を
設
置
す
る
雪
崩
防
止
事
業
を
実
施
し
、
住
宅

や
住
民
、
観
光
客
の
安
全
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
冬
場
に
備
え
、

夏
の
短
い
期
間
に
急
傾
斜
地
で

工
事
を
行
う
た
め
、
作
業
機
械

や
機
材
を
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン

で
輸
送
す
る
な
ど
、
安
全
面
に

も
配
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
は
、

３
所
あ
る
砂
防
事
務
所
で
姫
川

砂
防
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

スキー場上部に設置した雪崩予防柵

防災訓練の様子 土砂災害防止講座

　県では、災害の発生に備え、現
地機関や国の情報をもとに、雨
量情報や河川の水位、土砂災害
に関する警戒情報等を県のホー
ムページでご覧いただけるよう

「河川砂防情報ステーション」を
開設しています。
　また、県の防災情報メールに
登録いただくと気象に関する警
報や注意報、土砂災害警戒情報
等をお知らせします。

「長野県河川砂防情報ステーション」
http://www.sabo-nagano.jp/dps/

土砂災害警戒情報を
ホームページから発信

■長野県姫川砂防事務所
〒399-9422
北安曇郡小谷村大字千国乙10307-3
☎0261-82-3100
http://www.pref.nagano.lg.jp/xdoboku/
himekawa/

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
鉄
路
崩
壊

警
戒
体
制
を
強
化

濁沢の土砂崩落現場
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東日本大震災、長野県北部の地震による被災者・被
災地と県民をつなぐため、約1年間活動を続けてきた
県民本部事務局が3月30日に閉所しました。

子どもリフレッシュ募金を活用したサマーキャン
プなどの活動は、県の社会福祉協議会や子どもリフ
レッシュ事業助成委員会等が引き継いで実施します。

県民の「思い」を引き継いで
～東日本大震災支援県民本部事務局が閉所～

4月27日、知事が県民の皆さんと県政の課題について直接意見交換する、県政タウ
ンミーティングを長野市で開催しました。「20年後の長野県を考える」をテーマに、
約70人の参加者が15のグループに分かれ意見交換。いただいたご意見は、「新たな総
合5か年計画」の策定に活用します。

20年後の長野県の姿について語る
～県政タウンミーティングを開催～

「信州」への移住や交流を推進する総合窓口と
して、4月1日に移住・交流課が設置されました。

移住相談やセミナーの開催などを通じて、相
談者のニーズに応じた情報提供を行います。

また、スポーツ合宿・学習旅行・映画撮影の誘
致・支援により、交流人口の拡大に取り組みます。

楽園信州～心が澄む、信州に住む。

「ジビエと言えば信州」を目指して

3月26日、山の幸と言われる「ジ
ビエ」（シカなど野生鳥獣の肉）の普
及を図ろうと、官民協働で「信州ジ
ビエ研究会」が設立されました。

会長に就任した玉村豊男氏は、
「ジビエは、山国信州の伝統的な食
文化を担うもの。長野県のPRや農
産物のマーケティングにつなげて
いきたい。」とあいさつしました。

2月15日、長野県防
災会議が県庁で開催
されました。

東日本大震災や長
野県北部の地震など
を教訓とした防災体
制の強化が議題とな
り、県地域防災計画に
原子力災害対策を新
たに位置付けることなどを決定しました。

原子力災害への対応を協議

県中央児童相談所が長野市南長野妻科に移転し、
2月22日に開所式を行いました。

新しい施設は、子どもの養育に関する相談や一時
保護件数の増加に対応するため、旧県公衆衛生専門
学校を全面改修したものです。相談室数は5部屋か
ら10部屋に、一時保護できる人数も15人に増え、相
談所機能の充実が図られました。

中央児童相談所の
体制強化のため移転改築

4月5日、県内初の公立中高一貫校として、長野県屋代高等学校附
属中学校が千曲市に開校しました。6年間を通した中高の枠にと
らわれない体系的なカリキュラムを編成し、計画的・継続的な教育
を展開することにより、豊かな人間性の涵養と学力向上を目的とし
ています。

山口教育長は第1期生となる80人の新入生を「人の痛みの分かる
骨太の人間に成長してほしい。」と激励しました。

中高一貫校ならではの魅力ある教育を展開

4月26日、よしもと芸人「こてつ」の北
村智さんと河合武俊さんに2期目とな
る信州観光宣伝部長を委嘱しました。

阿部知事から委嘱状を受け取った
お二人は、「子どもたちにスキーを教
えたい。」、「農村ツアーを企画した
い。」などと２期目に向けた意気込み
を語りました。

よしもと芸人「こてつ」に
信州観光宣伝部長を委嘱

長野以北並行在来線対策協議会を3月23日に県庁で開催しました。
2014年度の北陸新幹線金沢延伸開業に伴い、JR東日本から経営

分離される長野以北並行在来線(長野－妙高高原間)の収支見通し
などを盛り込んだ「経営基本計画」を決定。

会議終了後、会長の阿部知事からしなの鉄道社長に経営の引き受
けを正式に要請しま
した。

4月 に は、し な の
鉄道の株主総会で、
経営の引き受けが決
議され、開業に向け
てスタートが切られ
ました。

信越本線長野以北の経営引き受けを決定
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Ⅲ
ペアレント・メンター
発達障害者のご家族の相談相手

～
全
国
に
先
駆
け
た
人
材
養
成
に
よ
る
支
援
体
制
づ
く
り
～

発
達
障
害
者
の
能
力
発
揮
を
サ
ポ
ー
ト

発
達
障
害
と
い
う
言
葉
を
最
近
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
。

発
達
障
害
と
は
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
・
学
習
障
害
・
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
な
ど
の
障
害
の
総
称
で
す
。

低
年
齢
か
ら
症
状
が
現
れ
る
た
め
、
多

く
の
場
合
、
１
歳
６
カ
月
児
健
診
や
３
歳

児
健
診
な
ど
で
気
付
き
ま
す
。

原
因
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、
親
の
子
育

て
や
本
人
の
努
力
が
不
足
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
生
ま
れ
つ
き
脳
の
機
能
に
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
部
分
が
あ
り
、
発
達
障
害

の
症
状
を
示
す
こ
と
が
科
学
的
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
調
査
で
は
、
発
達
障
害
の
特
性

が
あ
っ
て
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
周
囲

の
理
解
が
必
要
に
な
る
人
は
、
ど
の
年
代

で
も
人
口
の
10
％
を
超
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

発
達
障
害
が
あ
る
人
は
、
乳
幼
児
期
か

ら
成
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
見
ら
れ
、

生
活
や
社
会
活
動
の
場
面
も
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
・
保
健
・
保

育
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
な
ど
多
く
の
分

野
が
連
携
を
深
め
、
身
近
な
地
域
の
人
た

ち
も
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
平
成
23
年
度
に
「
発
達
障

害
者
支
援
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
開
催

し
て
、
全
て
の
年
代
と
分
野
を
通
じ
て

発
達
障
害
者
を
支
援
す
る
方
策
を
検
討

し
、
今
後
の
支
援
の
方
向
性
を
５
項
目

に
ま
と
め
ま
し
た
。

① 
あ
ら
ゆ
る
支
援
分
野
に
精
通
し
た

　
　

 
専
門
家
の
配
置

② 

情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

③ 

専
門
的
な
支
援
技
術
の
向
上

④ 

家
族
と
社
会
の
理
解
と
協
力
の
促
進

⑤ 

発
達
障
害
の
診
療
体
制
の
整
備

発
達
障
害
者
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、

新
た
に
、

① 

発
達
障
害
者
支
援
の
ガ
イ
ド
役
と
な
る

　
　
　
「
発
達
障
害
サ
ポ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

② 

発
達
障
害
者
を
地
域
で
見
守
り
支
え
る

　
　
　
「
発
達
障
害
サ
ポ
ー
タ
ー
」

③ 

発
達
障
害
者
の
ご
家
族
を
同
じ
家
族 

　
　

の
立
場
か
ら
支
え
る

　
　
「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
」　　

を
全
国
に
先
駆
け
て
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
発
達
障
害
者
の
支
援
に
関
わ
っ

て
い
る
方
々
に
必
要
な
研
修
を
行
い
、
支

援
者
間
の
連
携
の
効
果
を
高
め
る
な
ど
、

今
ま
で
の
支
援
体
制
も
強
化
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
人
材
養
成
に
関
す
る
分
野

に
つ
い
て
は
、
県
の
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
地
域
の
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

県
で
は
、
発
達
障
害
者
と
ご
家
族
が
障

害
を
受
け
止
め
、
ご
自
分
の
特
性
に
合
っ

た
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

言葉の発達の遅れ

自閉症

【不注意】・【多動・多弁】・【衝動的】

注意欠陥多動性障害
（AD/HD） 【読む】・【書く】・【計算する】等の

能力が、全般的な知的発達に比べて
極端に苦手

学習障害

基本的に言葉の遅れはない
言語発達に比べて不器用

アスペルガー症候群

コミュニケーション障害、対人関係・社会性障害
こだわり・パターン化された行動

広汎性発達障害

●発達障害の関係図
※
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
は
、重
複
し
て
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、知
的
障
害
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
者
支
援
の

基
本
的
考
え
方

発
達
障
害
者
支
援
の

方
向
性

発
達
障
害
者
支
援
の

今
後
の
取
り
組
み

　発達障害のことが理解でき
てから、私は自分の中の偏見や
イライラする気持ちが無くな
りました。ぜひ、みなさんに発
達障害のことを知っていただ
き、みんなが暮らしやすい社会
になってほしいと思います。

長野県自閉症協会代表

新保 文彦 さん
（発達障害がある方のご家族）

今までの支援体制の強化
① 支援者が個々に持っている情報（発達の特徴や支援内容）

を１冊にまとめたノートやその活用のルールを作り、発達
障害者の支援に関する情報を共有できるようにします。

② 支援に関わる全ての人たち（保育士・教員・施設職員など）
に必要な専門的知識や支援技術の研修を行い、関わる分
野・年代が違っても、一貫した支援ができるようにします。

③ 発達障害診療に関する技術向上のため、医療機関の情報
交換を密にして、身近な地域で診断や治療が受けられる
ようにします。

問い合わせ先／健康福祉部健康長寿課 ☎026-235-7109　　発達障害者支援センター ☎026-227-1810

発達障害者を支える全ての年代と分野の連携・協力
体制を取りまとめる「発達障害サポート・マネージャ
ー」を養成します。

平成24年度から養成を開始し、県内の10広域圏全
てに配置できるようにします。

Ⅰ
発達障害サポート・マネージャー
発達障害者支援のガイド役

発達障害者の身近にいる方々を対象とした講座を
開催し、正しい理解に基づいた見守りや支援ができる

「発達障害サポーター」を養成します。
平成24年度は、「発達障害サポーター養成講座」の

講師への研修に重点を置き、来年度から養成講座を開
催する予定です。

Ⅱ
発達障害サポーター
発達障害者を地域で見守り支える

新
し
い
取
り
組
み

発達障害児のご家族が障害を受け止め、適切に対応
することは簡単なことではなく、不安を感じるのは自
然なことです。

発達障害児を育てた経験のある家族の方を対象に講

座を開催し、「ペアレント・メンター」として養成します。
相談の専門家としてではなく、共感しながら、発達

障害のある子どもの親の相談相手として活動してい
ただきます。
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つ
で
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
あ
れ

ば
、さ
ら
に「
環
」が
広
が
る
と
考
え
、「
新

し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル

事
業
※

」
を
活
用
し
、「C

ow
orking 

Space H
analab.

（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス 

ハ
ナ
ラ
ボ
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
異
な
る

業
種
の
人
々
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
な
ど

を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
す
る

場
所
で
す
。
都
市
部
を
中
心
に
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、「
ハ
ナ
ラ
ボ
」
は
、

行
政
や
商
工
会
議
所
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
と
連
携
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

「
ハ
ナ
ラ
ボ
」
は
、
単
な
る
仕
事
を
す

る
場
所
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
ｏ
ｏ

ｐ
38
の
メ
ン
バ
ー
や
利

用
者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
事

業
に
つ
な
が
る
行
政
の

担
当
者
や
専
門
家
を
紹

介
し
た
り
と
い
っ
た
機

能
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

実
際
に「
ハ
ナ
ラ
ボ
」

の
活
動
を
通
じ
て
、
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
開
業
や

就
農
に
結
び
付
い
た
事

Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
38
は
、
異
業
種
交
流
を
図
る

た
め
の
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
、
地
域
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
活
動
を
し

て
い
る
上
田
市
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

活
動
を
通
じ
て
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
農
業
な
ど
多
彩

な
分
野
の
専
門
家
が
創
業
や
就
業
を
し
た

い
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
相
談
に
乗
っ
て

い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
自
分
の
思
い
を
行

動
に
移
す
『
き
っ
か
け
の
場
』
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
。」
と
考

え
て
い
た
井
上
拓
磨
さ
ん
。

「
様
々
な
業
種
の
人
が
集
ま

り
、
情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

し
い
こ
と
が
始
ま
る
と
楽
し

い
。」
と
考
え
て
い
た
間
島

賢
一
さ
ん
。
お
二
人
が
中
心

に
な
っ
て
平
成
22
年
12
月
に

Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
38
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

き
っ
か
け
は
、「
や
っ
て
み
た
い
と
思

う
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
一
人
で
は
で
き

な
い
。
ア
イ
デ
ア
や
人
が
集
ま
っ
て
く
れ

ば
で
き
る
の
に
…
と
い
う
よ
う
な
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
持
ち
を
解
消
で
き
た
ら
。」
と

い
う
会
話
で
し
た
。 

そ
の
後
、
定
期
的
に
「
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解

消
す
る
学
び
」
と
名
付
け
た
勉
強
会
を
開

催
。
こ
れ
ま
で
に
７
回
開
催
し
、
毎
回
登

場
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
師
に
よ
る
講
演
が

評
判
と
な
り
、多
く
の
出
席
者
が
あ
り
ま
す
。

勉
強
会
を
通
じ
て
広
が
っ
て
き
た「
環（
Ｌ

ｏ
ｏ
ｐ
）」
か
ら
、
参
加
者
同
士
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
仲
間
の
や
り
た
い
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
行
動
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
異
な
る
業
種
の
人
た
ち
が
い

例
も
で
き
ま
し
た
。

「『
ハ
ナ
ラ
ボ
』
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
38
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い

う
形
が
で
き
て
い
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。」

と
お
二
人
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

今
後
も
業
種
・
年
代
を
越
え
て
地
域

の
人
と
人
と
を
結
び
付
け
、
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ

38
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

き
っ
か
け
と
な
る
「
場
」
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

今
年
の
夏
、
英
国
で
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代

表
に
内
定
し
て
い
る
安
曇
野
市
在
住
の
樋
口
政

幸
さ
ん
。

　
代
表
選
考
会
と
な
っ
た
昨
年
10
月
の
大
分
国

際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
土
砂
降
り
の
雨
と

い
う
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
ス
タ
ー

ト
か
ら
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
と
飛

び
出
し
、
ト
ッ
プ
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
４
種
目
で
世
界
記
録
を
持
つ
マ
ル
セ

ル
選
手
と
ゴ
ー
ル
直
前
ま
で
競
り
合
い
、
惜
し

く
も
か
わ
さ
れ
２
着
に

な
り
ま
し
た
が
、
日
本

人
選
手
と
し
て
は
１
位
、

ロ
ン
ド
ン
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

 

樋
口
さ
ん
は
、
24
歳

の
と
き
に
交
通
事
故

で
脊
髄
を
損
傷
、
車
い

す
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
体
力
を
つ
け
る

た
め
に
と
先
輩
ラ
ン

ナ
ー
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
こ
の
競
技
を
始
め
た

き
っ
か
け
と
の
こ
と
で
す
。

競
技
を
始
め
て
間
も
な
い
２
０
０
５
年
に
は
、

第
１
回
長
野
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
47
人

中
４
位
と
い
う
成
績
を
収
め
、
そ
の
後
も
毎
回

出
場
、
今
年
４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回

大
会
で
も
優
勝
を
果
た
し
、
見
事
３
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

「
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン

は
自
分
に
と
っ
て
メ
ダ
ル
に
一
番
近
い
競
技
。」

と
い
う
樋
口
さ
ん
で
す
が
、
さ
ら
に
大
き
な
目

標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ト

ラ
ッ
ク
種
目
で
世
界
に
通
用
す
る
初
め
て
の
日

本
人
選
手
に
な
る
こ
と
。」

車
い
す
陸
上
の
競
技
人
口
は
、
世
界
的
に
は

マ
ラ
ソ
ン
よ
り
短
距
離
や
中
距
離
の
ト
ラ
ッ
ク

種
目
の
方
が
多
く
、
世
界
選
手
権
ク
ラ
ス
の
大

会
で
日
本
人
が
決
勝
に
進
む
こ
と
は
難
し
い
そ

う
で
す
。

こ
の
種
目
の
日
本
代
表
が
決
定
す
る
の
は
６

月
。「
代
表
に
選
ば
れ
た
ら
ト
ラ
ッ
ク
種
目
で

も
メ
ダ
ル
を
取
り
に
行
く
！
」
と
力
強
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。　

現
在
は
、毎
日
約
４
時
間
、信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
陸
上
競
技
場
や
道
路
で
走
り
込
み
、
そ
の
他

に
も
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
車
い
す
用

ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
で
練
習
を
し
て
い
る
と
い
う

樋
口
さ
ん
。
休
み
の
日
は
？
と
伺
う
と
「
週
に

１
回
は
休
む
よ
う
に
し
て
い
る
け
れ
ど
、
７
日

走
っ
て
い
る
週
も
。」
と
の
こ
と
。
企
業
（
バ

リ
ス
ト
ラ
イ
ド
㈱
）
に
所
属
し
、
練
習
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
毎
日
自
分
で
練
習
を

管
理
し
、
結
果
に
つ
な
げ
る
と
い
う
の
は
大
変

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
速
く
な
り
た
い
、
勝

ち
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
そ
れ
を
実
現
さ

せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
夏
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
、
樋
口
さ
ん

の
走
り
が
輝
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
！　

 

信
州
人

挑
戦
す
る 

樋
口 

政
幸 

選
手

車
い
す
陸
上
ラ
ン
ナ
ー

・車いす陸上ランナー
・安曇野市在住
・バリストライド株式会社所属

樋口 政幸選手 （33歳）

Profile ◆プロフィール

■連絡先：Ｌoop38
■住　所：上田市常田2-27-17　HOTEL 2F
■電　話：0268-75-5867

※
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
、行
政
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
が
協

働
し
て
、地
域
の
諸
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
先
進
的

な
取
り
組
み
に
対
し
、県
が
助
成
す
る
事
業

勉強会には、バラエティ豊かな講師が登場

代表の井上さん（右）と間島さん（左）

ア
イ
デ
ア
を
実
現
で
き
る「
場
」を
つ
く
り
た
い

上田市

地
域
の

輝
く
活
動
を

ご
紹
介

地
域
の
特
色
を
活
か
し
て
、活
躍
す
る

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

Loop38
るーぷ さんぱち
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昭
和
の
初
め
、長
野
県
か
ら
三
万
人
を
超
え
る
人
々
が

満
洲
に
移
民
し
ま
し
た
。南
佐
久
、満
洲
、軽
井
沢
と
三
つ

の
大
日
向
を
生
き
た
人
々
の
足
跡
か
ら
長
野
県
の
満
洲
移

民
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

○
期
間
：
５
月
26
日
土
～
７
月
16
日
月・□祝

○
時
間
：
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

○
観
覧
料
：一般
５
０
０
円
、高・大
学
生
２
５
０
円
、

　
　
　
　
　
小
・中
学
生
１
２
０
円

問 

長
野
県
立
歴
史
館　
☎
０
２
６–

２
７
４–

２
０
０
０

○
受
付
期
間
：
6
月
11
日
月
～
７
月
６
日
金

○
申
込
方
法
：
持
参
ま
た
は
郵
送

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
７
月
６
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

○
採
用
予
定
人
数
：
５
人
程
度

○
試
験
日
：
８
月
２
日
木

○
会
場
：
長
野
県
庁
西
庁
舎
１
１
０
号
会
議
室

○
受
験
資
格
：

　
・昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日

　

 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
・獣
医
師
の
資
格
を
有
す
る（
取
得
す
る
見
込
み
の
）

　

 

方　
な
ど

問・■申
健
康
福
祉
部
食
品・生
活
衛
生
課

　
　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
５
３

　
知
事
と
県
民
の
皆
さ
ん
と
が
、テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ
：
「
新
た
な
総
合
５
か
年
計
画『
20
年
後
の

長
野
県
を
考
え
る
』」

○
日
時
：
７
月
２
日
月　
17
時
30
分
～
19
時
30
分

○
場
所
：
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校（
上
田
市
）

○
応
募
期
限
：
６
月
８
日
金

問・■申
総
務
部
広
報
県
民
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
１
０

　

○
受
付
時
間
：
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

○E–M
ail

：sougyou@
icon-nagano.or.jp

　
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
な
ど
の
救
急
医
療
に
関
す
る
相

談
に
経
験
豊
富
な
看
護
師
等
が
応
じ
ま
す
。

○
電
話
番
号

　
一般
電
話
：
＃
８
０
０
０

　
ア
ナ
ロ
グ
回
線
、Ｉ
Ｐ
電
話
：
０
２
６
３–

７
２–

２
０
０
０（
～
５
月
31
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
３–

３
４–

８
０
０
０（
６
月
１
日
～
）

※
６
月
１
日
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
回
線
、Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
電
話
番
号

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
相
談
日
時
：
毎
日　
19
時
～
23
時
ま
で

表
紙
の
写
真
は
、７
月
27
日
に
開
幕
す
る
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

カ
ヌ
ー
競
技
の
日
本
代
表 

矢
沢
一
輝
さ
ん（
飯
田
市
出
身
）で
す
。２
大
会
連

続
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
、世
界
の
舞
台

で
戦
う
矢
沢
選
手
の
活
躍
を
お
楽
し
み
に
。

表

紙

の

写

真

お
知
ら
せ

募
　
集

○
試
験
区
分

　
⑴ 

一般
：
全
て
の
毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
方

　
⑵ 

農
業
用
品
目
：
農
業
用
の
毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
方

　
⑶ 

特
定
品
目
：
特
定
の
毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
方

○
受
付
期
間
：
６
月
１
日
金
～
15
日
金

○
申
込
方
法
：
持
参
ま
た
は
郵
送（
書
留
等
）

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
6
月
15
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

○
試
験
日
：
８
月
２
日
木

○
会
場

　
佐
久
市
：
長
野
県
佐
久
合
同
庁
舎　
飯
田
市
：
長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎

　
松
本
市
：
長
野
県
松
本
合
同
庁
舎　
長
野
市
：
長
野
県
庁

問・■申
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課　

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
５
９

　
　

 

各
保
健
福
祉
事
務
所・長
野
市
保
健
所

　
創
業
に
つ
い
て
相
談・助
言
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、創
業
前

か
ら
創
業
後
ま
で一貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
設
置
場
所
：（
公
財
）長
野
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
（
長
野
市
若
里
１–

18–

１
）

○
専
用
電
話
番
号
：
０
２
６–

２
６
９–

７
３
５
９

　
版
画
家
、小
説
家
、映
画
監
督
な
ど
、多
彩
な
才
能
を
発

揮
し
て
活
躍
し
た
池
田
満
寿
夫（
１
９
３
４
～
１
９
９
７
）。

そ
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
版
画
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

○
期
間
：
６
月
７
日
木
～
７
月
８
日
日

○
時
間
：
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で　
水
曜
日
休
館
）

○
会
場
：
長
野
県
信
濃
美
術
館　
第
１・２・小
展
示
室

○
観
覧
料
：
大
人
５
０
０
円
、大
学
生
３
０
０
円
、高
校
生
以
下
無
料

問 

長
野
県
信
濃
美
術
館　
☎
０
２
６–
２
３
２–

０
０
５
２

池田満寿夫《化粧する女》1964年

※ネーミングライツとは、長野県が所有する施設などの名称に、社名や商品名な
どの愛称を付けることができる権利（命名権）のことです。

○県では、キッセイ薬品工業株式会社 様（松本市）、
　株式会社八十二銀行 様（長野市）とネーミングライツ

に関する協定を締結します。

７月1日より２つの県施設の名称が変わります（愛称付与）

松本文化会館（松本市）→「キッセイ文化ホール」
森林学習館（長野市戸隠）→「八十二森のまなびや
　　　　　　　　　　 ～ecology Bank82 戸隠森林館～」

問 総務部行政改革課　☎026–235–7029

◆
信
州
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

○
助
成
額
：
最
大
30
万
円（
県
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方

に
は
、最
大
50
万
円
）

○
助
成
対
象
工
事
：
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事

○
助
成
対
象
住
宅
：
1・2
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

　
１
．県
内
の
住
宅
で
、申
請
さ
れ
る
方
が
居
住
す
る
住
宅

　
２
．申
請
さ
れ
る
方
が
所
有
す
る
住
宅
ま
た
は
同
居

　

 

す
る
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

問・■申
建
設
部
住
宅
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
３
３
９

■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先
　  = お知らせ
　  = 募集

「
没
後
15
年 

池
田
満
寿
夫
の
版
画
」展

を
開
催
し
ま
す

小
児
救
急
電
話
相
談

県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
風
景
、イ
ベ
ン
ト
、伝
統
行
事
な
ど
を
写
真

に
収
め
、五・七・五
の
俳
句
を
つ
け
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ
：「
信
州
春
の
花
巡
り
」

○
撮
影
期
間
：
２
０
１
２
年
3
月
1
日
木
～
６
月
17
日
日

○
応
募
期
限
：
６
月
29
日
金

○
大
賞
に
は
、５
万
円
分
の
県
内
宿
泊
補
助
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

○
審
査
委
員
長
：
原
田
泰
治
さ
ん

問・■申
観
光
部
観
光
振
興
課

　
　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
５
４

撮
る・詠
む・巡
る

花
フ
ォ
ト
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

◆
信
州
型
エ
コ
住
宅 

ふ
る
さ
と
信
州・環
の
住
ま
い
助
成
金

○
助
成
額
：
50
万
円

○
助
成
対
象
者
：
「
ふ
る
さ
と
信
州・環
の
住
ま
い
」の
認
定
を

受
け
た
エ
コ
住
宅
を
県
内
に
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
た
方

○
募
集
件
数
：
２
０
０
件（
先
着
順
）

県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
の

新
築・増
改
築
に
助
成
し
ま
す

○
募
集
職
種
：
看
護
師
お
よ
び
助
産
師

○
受
付
期
限
：
６
月
６
日
水

○
申
込
方
法
：
持
参
ま
た
は
郵
送

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
６
月
６
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

○
試
験
日
：
６
月
23
日
土

○
会
場
：
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

○
受
験
資
格
：

　
・昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
・看
護
師
免
許
、助
産
師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

　

 

来
年
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

問・■申
長
野
県
立
病
院
機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

　
　
　

０
１
２
０–

１
７
３–

３
１
４（
採
用
専
用
）

　
　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
５
２（
直
通
）

長
野
県
立
病
院
看
護
職
員

　
平
成
25
年
４
月
に
採
用
す
る
獣
医
師
の
選
考
考
査
を

実
施
し
ま
す
。

長
野
県
職
員（
獣
医
師
）

平
成
24
年
度
長
野
県
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

長
野
県
立
歴
史
館「
長
野
県
の
満
洲
移
民
～

三
つ
の
大
日
向
を
た
ど
る
～
」開
催

創
業
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

「
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」へ

○
開
催
日
時
：
6
月
23
日
土　
10
時
～
14
時

　
　
　
　
　
　
7
月
21
日
土　
12
時
～
16
時

○
開
催
内
容
：
学
校・入
試
説
明
会
、体
験
授
業
、各
科
の
パ
ネ

ル
展
示
、実
習
実
演・研
究
説
明
、入
試
相
談

○
会
場
：
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校（
上
田
市
）

○
当
日
は
上
田
駅
の
温
泉
口
か
ら
無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

11
時
30
分
発
と
12
時
30
分
発
の
２
本
で
す（
7
月
21
日
の
み
）。

○
詳
し
く
は
、工
科
短
期
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pit-nagano.ac.jp/

問 

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校　
☎
０
２
６
８–

３
９–

１
１
１
１

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

　
技
能
五
輪
と
は
、多
方
面
の
職
種
に
お
け
る
満
23
歳
以
下
の

技
能
者
の
技
能
レ
ベ
ル
全
国一を
競
う
大
会
で
す
。

　
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
、満
15
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
々
に

よ
る
技
能
競
技
全
国
大
会
で
す
。

○
開
催
日
程

　
技
能
五
輪
：
10
月
26
日
金
～
29
日
月（
松
本
市・諏
訪
市
）

　
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
10
月
20
日
土
～
22
日
月（
長
野
市
）

○
競
技
職
種・種
目

　
技
能
五
輪
：
機
械
組
立
て
、美
容
、ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
41
種
目

　
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
、喫
茶
サ
ー
ビ
ス
な
ど
23
種
目

○
詳
し
く
は
、大
会
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.w

aza-can.com
/nagano-skills/

問 

商
工
労
働
部
人
材
育
成
課
技
能
五
輪・ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
室  

　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
０
４

「
長
野
技
能
五
輪・ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
２
」開
催

公式キャラクター「わざまる」
1314



松本

R147

R18

R158

R19
R20

R152

長野

佐久
塩尻

③
②

④

⑤

⑦
⑥

①

地
域
独
自
の
伝
統
野
菜
を
広
く
紹
介
し
、

未
来
へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
の「
信
州
伝
統
野
菜
認
定
制
度
」。

平
成
19
年
創
設
以
来
、63
種
類
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
旬
の
時
期
に
多
く
の
方
が
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

７
種
類
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

春
号　

平
成
24
年
5
月
27
日
発
行　

発
行
元
・
長
野
県
広
報
県
民
課　

〒
３
８
０-

８
５
７
０　

長
野
市
南
長
野　

電
話
０
２
６-

２
３
５-

７
０
５
４

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
株
式
会
社
長
野
県
折
込
広
告
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２
６-

２
６
８-

４
５
６
６

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp
E

-m
ail koho@

pref.nagano.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先
／
農
政
部
園
芸
畜
産
課　

電
話
０
２
６-

２
３
５-

７
２
２
８

　
　
　
　
　

U
R

L:http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/nousei/engei/

※
比
較
的
販
売
量
が
多
い
場
所
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

坂
城
町
、千
曲
市

生
産
地

9
月
中
旬
～
12
月
中
旬

収
穫
時
期

①【
ね
ず
み
大
根
】

江
戸
時
代
に
長
崎
か
ら
伝
わ
っ

た
と
い
わ
れ
、辛
味
の
中
に
も
甘

み
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。し
ぼ

り
汁
を
付
け
汁
と
し
た「
お
し
ぼ

り
う
ど
ん
」は
冬
の
人
気
メ
ニュ
ー

で
す
。

販
売
場
所
：
味
ロ
ッ
ジ
わ
く
わ
く
さ
か
き　

埴
科
郡
坂
城
町
大
字
網
掛
２
０
２
０

☎
０
２
６
８-

８
２-

０
５
６
７

須
坂
市

生
産
地

6
月
下
旬
～
9
月

収
穫
時
期

②【
八は

っ

町ち
ょ
う

き
ゅ
う
り
】

須
坂
市
八
町
地
区
が
発
祥
と
さ
れ
、皮
が
薄
く　

パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
。み
ず
み
ず
し
い
味

わ
い
で
、生
で
食
べて
も
、佃
煮
に
し
て
も
絶
品
で
す
。

販
売
場
所
：
Ｊ
Ａ
須
高
総
合
共
選
所

須
坂
市
大
字
日
滝
１
７
７
７-

２

☎
０
２
６-

２
４
５-

０
４
４
３

販
売
場
所
：
眺
望
一
番
ひ
し
の
直
売
所

小
諸
市
菱
平
３
１
２

☎
０
２
６
７-

２
２-

１
４
５
１

小
諸
市

生
産
地

7
月
中
旬
～
10
月
下
旬

収
穫
時
期

③【
ひ
し
の
南
蛮
】

標
高
８
０
０ｍ
か
ら
１
０
０
０ｍ
の
高

原
地
帯
で
栽
培
さ
れ
、パ
プ
リ
カ
の
よ
う

に
実
は
や
わ
ら
か
く
、苦
味
と
甘
味
が
調

和
し
た
独
特
の
風
味
が
評
判
で
す
。

伝
統
野
菜
探
訪

地
域
が
育
ん
だ

販
売
場
所
：
道
の
駅
花
の
駅
千
曲
川

飯
山
市
大
字
常
盤
７
４
２
５

☎
０
２
６
９-

６
２-

１
８
８
７

飯
山
市

生
産
地

10
月

収
穫
時
期

④【
常と

き

盤わ

牛ご

蒡ぼ
う

】

千
曲
川
の
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
で
育
っ

た
牛
蒡
は
、５㎝
以
上
の
太
さ
に
な

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。や
わ
ら
か
く
、

あ
く
が
少
な
い
た
め
、プ
ロ
の
調
理

人
か
ら
も
人
気
で
す
。

松
本
市
、山
形
村

生
産
地

10
月
中
旬
～
2
月
上
旬

収
穫
時
期

⑤【
松
本
一本
ね
ぎ
】

松
本
地
方
の
伝
説
に
基
づ
き
、正
月
の
吉
祥
を

意
味
す
る
野
菜
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

松
本
名
物「
桜
鍋
」に
な
く
て
は
な
ら
な
い一品
で
す
。

販
売
場
所
：
Ｊ
Ａ
松
本
市
農
産
物
直
売
所

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３-

２
５-

９
２
４
６

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
各
農
産
物
直
売
所

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
３-

２
５-

７
５
４
１（
農
業
振
興
課
）

天
龍
村

生
産
地

7
月
中
旬
～
10
月
下
旬

収
穫
時
期

⑥【
て
い
ざ
な
す
】

「
幻
の
巨
大
な
す
」と
も
呼
ば
れ
、

大
き
な
も
の
は
30
㎝
以
上
に
な
り
ま

す
。実
は
非
常
に
や
わ
ら
か
く
、と
ろ

け
る
よ
う
な
食
感
に
な
る
焼
き
な
す

が
評
判
で
す
。

販
売
場
所
：
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍
泉
閣

下
伊
那
郡
天
龍
村
平
岡
１
２
８
０-

４

☎
０
２
６
０-

３
２-

１
０
８
８

飯
田
市
上
村

生
産
地

7
月
下
旬
～
8
月
中
旬

収
穫
時
期

⑦【
下し

も

栗ぐ
り

芋い
も（

下
栗
二
度
芋
）】

日
本
の
チ
ロ
ル
と
も
呼
ば
れ
る
下
栗
の

里
で
栽
培
さ
れ
る
芋
は
、身
が
し
ま
り
、

加
熱
し
て
も
硬
い
の
が
特
徴
で
す
。エ
ゴ
マ

味
噌
を
つ
け
た
芋
田
楽
は
絶
品
で
す
。

販
売
場
所
：
か
み
む
ら
特
産
品
直
売
所

飯
田
市
上
村
６
３
１-

３

☎
０
２
６
０-

３
６-

２
２
１
０


